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H2O2がH2Oと 1/2O2に分解される際，1 mol O2 当た

り 206 kJ のエネルギーが放出される．我々は，このエネ

ルギーの一部を電流生成に利用することで，外部電源を

必要としない簡易な過酸化水素センサや酵素型バイオセ

ンサの開発が可能なのではないかと考えている．  

１．概要（Summary） 

 これまでの研究において，PtとAuを組み合わせた微細

櫛形電極を用いると，Pt-Au 電極間に H2O2 濃度に応じ

た電流が発生し，これを H2O2センサとして使用できること

を見出している．しかし本試料での電流の流れる方向は，

これまで多くの研究がなされてきたAu-Pt異種金属ナノロ

ッドと逆となっている．原因として，表面洗浄に用いる硫酸

中での交流電圧印加 (CV 洗浄) の影響が考えられる

（Fig. 1）．そこで今回，CV 洗浄が引き起こし得る不純物

原子吸着および電子状態の変化の有無を XPS / UPS測

定で調べ，発生電流方向との関連を検討した．なお，UV
照射試料についても測定を行ったが，発生電流との相関

性が見出されなかった． 

使用装置：X 線光電子分光分析装置, UV クリーナー 
２．実験（Experimental） 

方法：Pt 電極と Au 電極が交互に並んだ櫛形電極に

対し，ピラニア溶液（硫酸 : H2O2 = 3 : 1）洗浄 および

CV 洗浄を施した 2 種類の試料を準備した．櫛型の枠部

に相当する比較的広い領域に X 線または HeI 励起光を

照射し，放出される光電子のエネルギー分析を行った． 

未洗浄，ピラニア洗浄，CV 洗浄試料における Au 4f，
Pt 4f 準位のXPS測定結果を Fig. 2 に示す．いずれの

試料のスペクトルにも化学シフトは見出されなかった．す

なわち各試料は純粋な Au および Pt であり，硫化物等は

表面に存在しないことが分かった．一方，UPS 測定では，

CV 洗浄後の Pt 試料において，フェルミレベル付近の状

態密度の大幅な増大と仕事関数の減少が確認された．た

だし Au の UPS スペクトルは CV 洗浄前後で変化がなか

った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記の結果より，CV 洗浄による電流反転の原因として，

Pt の仕事関数の減少により Au 側で起こっていた H2O2 

還元反応が Pt 側で起こるためと推定される． 
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Fig. 2 XPS spectra for the as-deposited, Piranha 
cleaned, CV cleaned samples. The Au 4f spectra (left) 
were obtained from Au electrodes and the Pt 4f (right) 
ones were from Pt electrodes.  

Fig. 1 Amperometric responses to 
H2O2 injections for the samples 
with different cleaning process. 


